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第１回亀岡市における文化施設のあり方を考える懇話会 議事要旨録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 本懇話会は公開とする。 

 

２ 委嘱状の交付 

日 時：令和３年５月２５日（火） 午前１０時００分～正午 

場 所：亀岡市役所２階 ２０２・２０３会議室 

出席者：今里佳奈子座長・川勝啓史副座長・大矢寛恵委員・小川顕正委員・加藤美智惠

委員・河原林茂美委員・栗山初美委員・野原通夫委員・藤本邦雄委員・松井利

夫委員・山本隆志委員 

欠席者：大野照文委員 

関係職員：財政課 山本課長 

文化国際課 小塩課長・服部副課長兼係長 

     財産管理課 野々村課長 

     歴史文化財課 岩崎課長・八木係長 

事務局：政策企画部 浦部長 

企画調整課 髙木課長・太田係長・關本主任 

傍聴者：３名 

 

議 題：１ 開会 

    ２ 委嘱状の交付 

    ３ 市長あいさつ 

    ４ 委員紹介 

    ５ 座長選出 

６ 副座長指名 

    ７ 議事 

    （１）懇話会について 

    （２）亀岡市文化資料館について 

    （３）文化ホールについて 

    （４）亀岡市公共施設等総合管理計画について 

（５）亀岡市の財政状況について 

    ８ その他 

９ 閉会 
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３ 市長あいさつ 

 

４ 委員紹介 

 

５ 座長選出 

 今里委員が座長に就任することで委員全員承認。 

 座長あいさつ 

 

６ 副座長指名 

 川勝委員が副座長に指名され、承諾。 

 副座長あいさつ 

 

関係職員・事務局職員紹介 

 

配布資料確認 

 

７ 議事 

（１）懇話会について 

事務局から懇話会の概要、今後のスケジュール等について説明。 

 

質疑応答等、特になし。 

 

（２）亀岡市文化資料館について 

歴史文化財課職員から資料に基づいて説明。 

 

Ａ委員 

 文化資料館友の会として補足説明したい。 

新資料館構想の策定について、友の会の会員として参加していた。本日欠席の大野先生

が構想策定委員会の会長であり、構想について高く評価されていた。友の会が構想策定に

深く関与したと知ってほしい。 

 

（３）文化ホールについて 

文化国際課職員から資料に基づいて説明。 

 

Ｂ委員 
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 本日の懇話会開催にあたり、文化交流協会の１９団体の会員に、アンケートを実施した

ので意見を発表する。 

〇練習場所で広い所がない。 

〇建物が古い、冬は寒い、夏は虫が入ってくる。 

〇発表する場は、ガレリアや大本のホール、各自治会のセンター、小さな私設の所、京都

市内や滋賀県の公共施設を借りている。 

〇新しい文化施設が完成したら、市民の文化発表会、交流協会独自の発表会で使用し、優

れた文化・芸術を招致して、公演を観覧したい。 

〇ガレリアは控室が遠く、舞台裏・舞台袖・バックヤードが狭い。現状の機能は不十分。

〇新しい施設を作る場合、バックヤードを広くし、搬入をしやすくしてほしい。 

〇音響・照明設備を充実させてほしい。 

〇緞帳を設置してほしい。 

〇施設の規模は、５００人から６００人くらいの収容人数で。 

〇昨年、霧の芸術祭に参加した際は、小さな所で発表したが、広くて良い設備の所でも発

表したい。 

 

Ｃ委員 

 資料№５－２の②利用内訳で、響ホールの「その他」が平成２５年度の３１０件から、

平成３０年度は１３３件に減った原因は。 

 

文化国際課長 

響ホールは多目的に使える場所。講習、会議、研修で多く使われていた団体が、ガレリ

アの大広間に場所を変更された。 

 

Ｄ委員 

 平成２５年度の「文化系」・「音楽系」の合計が２１５件で、平成３０年度の合計が２１

８件。亀岡会館が無くなってからもほぼ横ばい。亀岡会館が閉館したら増えそうだが、そ

うならなかったという認識でよいか。 

 

文化国際課長 

 大幅な増加はないが、「音楽系」は平成２５年度の７１件から８２件に増えている。 

 

Ｄ委員 

 「文化系」との合計では３件しか増えていない。合計では、ほぼ横ばいという認識でい

いか。 

 



4 

 

文化国際課長 

そうです。 

 

Ｄ委員 

 南丹市園部文化会館がリニューアルオープンした。この中に載っていないが、把握され

ているか。 

 

文化国際課長 

 正確に答えられないので調べます。 

 

Ａ委員 

 響ホールは、音楽以外の目的で使用されていることも多く、音楽の目的で予約を取るこ

とが非常に難しいと聞く。この数字は、必ずしも市民のニーズを表していないと思う。 

 

Ｄ委員 

 数字はバロメーターなので、その中で分析をすることも大事。 

 

Ｃ委員 

 次の懇話会まででいいが、亀岡会館の平成２５年度の「音楽系」４２件、「文化系」２６

件は、その後どうしているか調査を。 

 

Ｅ委員 

 市内で吹奏楽をしている団体は中学５校、高校２校、我々と京都先端科学大学。今まで

亀岡会館でしていたことが、全てガレリアには移っていない。亀岡高校は亀岡会館で定期

演奏会をしていたが、今は京都市内のホールでされている。中学校は大きな舞台ではでき

ない。 

 亀岡市吹奏楽団はガレリアを使用しているが、利用料が高く、舞台の設置で４０万円近

くかかる。演奏会でのアンケート調査でも、フラットで舞台が見えにくい、椅子が疲れる

という意見があった。 

 

座長 

小川委員と河原林委員の件で、担当から説明をお願いする。 

 

文化国際課長 

 亀岡市吹奏楽団のように、ガレリアに移っていただいているのもある。バレエの発表会

は仮設の舞台ではできないので、使用されていない。中学校の吹奏楽の練習も使用されて
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いない。亀岡会館は指定管理者制度で、自主事業の歌謡ショーや映画上映をされていたが、

閉館に伴って開催されていない。 

 

（４）亀岡市公共施設等総合管理計画について 

財産管理課職員から資料に基づいて説明。 

 

質疑応答等、特になし。 

 

（５）亀岡市の財政状況について 

財政課職員から資料に基づいて説明。 

 

Ｆ委員 

 私たちが新文化施設を使いたいから早くほしいということではなく、子や孫の世代に残

していきたい。新文化施設の建設賛同者は、市内の人に限っておらず市外の人もいる。亀

岡市のお金で全てするべきと思っていない。近隣の自治体との取組で文化施設を考えるこ

とや、府内でも南丹地域にのみ府立の文化施設がないため、府立も一つの検討材料である

と思う。市単独で作ることは難しいと承知している。将来世代に負担を残さないことを考

えたい。ガレリアかめおかの一角や隣接した所、府立スタジアムと駐車場を共有する形で

建設できないか等、色々な可能性を考えるべき。 

 

Ｄ委員 

資料館は過去何年間かで議論をし、亀岡市新資料館構想の１ページの真ん中に結論は掲

載されている。文化ホールは一からのスタート。次回からは検討内容を具体的に分けて議

論してほしい。文化資料館は建物等のハード面の議論、文化ホールはソフト面からスター

トする議論をしてほしい。アンケート内容もその辺をきちんとしてほしい。 

 

事務局 

 ただ今の意見を踏まえ、次回以降の進行について検討する。 

 

副座長 

 亀岡市も色々な問題を抱えている。人口減少・少子高齢化により、市税の収入が上がら

ない中で、今後何か新しいことをやっていくとなると、一人当たりの税金等を上げなけれ

ばならなくなる。何を選択するのかが問われる。霧の芸術祭をはじめとする文化も大事だ

と思う。市の財政と文化施設の関係を慎重に考えたい。 

 

８ その他 
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Ａ委員 

市の公式ＬＩＮＥはどれくらいの登録者数か。ＬＩＮＥアンケートで意見の集約ができ

るのか疑問に思う。 

 

座長 

事務局から説明願う。 

 

事務局 

ＬＩＮＥアンケートの期間は６月から７月の間で２～３週間。結果は第２回懇話会で報

告する。亀岡市の公式ＬＩＮＥの登録者数は現在で約１万５千人。 

アンケートを実施する際、調査対象が１万人を超えた場合は、以降大きく増加しても約

４００人からの回答があれば、信頼性がある結果が得られるとされている。紙ベースでの

無作為抽出だと市政への関心の有無に関わらず、市民の方へ送付することになるが、公式

ＬＩＮＥは市政情報を発信しており、ＬＩＮＥでのアンケートはある程度、市政に関心が

ある方へ送付することができ一定有効である。 

 事務局で考えた設問案について、委員にも御意見を伺いたいと考えている。 

 

９ 閉会 

 

以上   


